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企画・実施体制（現状）
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企画・実施体制（2018年度まで）

ぺた語義 情報処理 Vol.52 No.10 Oct. 2011 

https://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag00
00005al5-att/peta5210.pdf

体制についての変更点

・大量のTA（50名超）による少人数教育

→大教室での多人数教育

・統括TAの不在

（コマ連携・サステナビリティ低下の危惧）

・データサイエンス系のお話（要求）



カリキュラムの決定・運用

情報学（I・II）企画委員会
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情報科学研究院（企画責任者等）
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カリキュラムの決定・運用

情報学（I・II）企画委員会

----------------------------

情報科学研究院（企画責任者等）
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TAのアレンジ

全体の大まかな内容

（教科書）
あとはよろしく！

（担当教員裁量大）

※来年度から変更予定である

※布施はプログラミング系の担当をする予定



現体制のメリット・デメリット
●メリット
＠企画委員会の権限が大きい

＠実施WG経由で案が提示される構成のため、実際の教育現場に応
じたカリキュラムを構成できる

＠毎年改善を入れることを前提とした構成である

●デメリット
＠システム更新等で環境不明だと超悲惨（中々問題解決しない）

＠人に依存（人材の確保・企画委員会等での連携）

＠負荷がかかる人ができる・スケジュールがタイト、TA確保等

情報学I

情報学II ＠自由度が高い授業が可能（メリット）…情報倫理や各種教材

＠組織的ではなく個人的な努力の継続が必要（デメリット）

※今後、変更される予定



情報倫理

DB/R

Python

Scratch
Excel

情報学I

具体的内容

数理・データサイエンス
教育研究センター


